
2019年9月5日、6日に島根大学で第9回大学図書館学生協働交流シンポジウムが開
催され、全国約20の大学から図書館に関連した団体に所属する学生や職員が参加
した。「ワクワクする図書館をつくろうー”やりたい”を形にー」というテーマのも
と、参加者が自団体での取り組みや活動に関する悩みなどを発表し、図書館の在
り方について話し合った。ULiCSからは職員1名、学生2名が参加した。1日目の内
容はポスターセッションと、カフェのようにリラックスした雰囲気のなかで対話
するワールドカフェ。2日目は1日目のワールドカフェの内容も踏まえてワーク
ショップが実施された。また、島根大学・島根県立大学の図書館も見学した。

日目のポスターセッションは
２チームに分かれ、交代で発
表・聴講をするという形式

だった。ULiCSの発表では、今年
度力を入れて取り組んだビブリオ
バトルや、他団体であまり見られ
なかったLINEスタンプについて興
味をもって聞いてもらえた。また、
他団体の発表では本の福袋や、読
んだ本の感想を共有するコーナー、
地域の図書館との連携など、参考
にできそうな取り組みをもたくさ
ん知ることができた。また、他の
団体でもメンバーの確保やイベン
トの広報について悩みを持ってい
ることが分かった。

日目のワークショップは、
それぞれが「ワクワクする
図書館」を実現するための

アイデアを持ち寄り、グループご
との意見交換を通じてより精度の
高いものにしていくという形で行
われた。図書館での宿泊や宝探し
などのイベントや、本が原作に
なっている映画の上映会、図書館
アプリの開発など枠にとらわれな
いアイデアがたくさんあり、活気
に満ちたディスカッションとなっ
た。二大学の見学でも神大図書館
とは違う点が多く新鮮であった。

改めて大学図書館の持つ可能性を
感じられた2日間だった。本や図書
館が好きな参加者たちと話せたこ
とが何よりも楽しく、次の機会に
もぜひ参加したいと感じた。
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電⼦書籍元年とやら紙の本は絶滅するとやら⾔われてはや10年です。僕はまだ図書館といえば紙の本という
イメージなのですが、電⼦資料は神⼾⼤学図書館でも⼤きな位置を占めているようです。何しろ
図書館のウェブサイトで公開されている年次報告で10年(2009 - 2018年)の変化を垣間⾒ると、
なんと図書購⼊費は半減、2009年に初めて図書購⼊費を超えた電⼦資料費は年々増加
を遂げ、今や図書・雑誌・新聞を⾜しても届きません。紙の本は歴史による蓄積
があるとはいえなんとも驚きです。

さて、図書館が提供する電⼦資料の内容は図書館ウェブサイト→
コレクション→電⼦リソースリストから確認できます。基本的に研究者
向けで英語のものが多いので学部⽣としては利⽤しにくいもの
が多い感じですね。でも⼀般向けの電⼦書籍も数は少ないです
が⼀応あるのでちょっと⾒てみましょう。使⽤するのは
Maruzen eBook Library (https://elib.maruzen.co.jp)という
サービスです(新⼊⽣の⽅へ: 情報基礎の初回授業で配布
されるアカウント通知書を受け取っている必要があります)。
学内限定のコンテンツなので⾃宅からアクセスする場合は、
アカウントを⼤学で作っておくか、VPNで学内ネット
ワークに接続しましょう（VPNの使い⽅は情報基盤
センターのウェブサイトに記載されています）。

トップページに並ぶ本はほとんど読めないの
で無視して、購読契約タイトル⼀覧をクリック。
古い雑誌を除けば数百タイトルと、神⼾⼤学
図書館の蔵書数が380万冊あるのを鑑みると物量
不⾜は否めませんが、評判の良いブルーバックス
やTOEIC対策書、多読⽤英語リーダーなど、なか
なか読みたくなる本が揃っています。⼀部の書籍は
オフラインにPDFとしてダウンロードが可能です。
ただし⼀度にダウンロードできるページ数には制限
があるのですが……。読み終えるたびに続きをダウン
ロードすることは可能ですし、それらをオフラインで
結合するという⼿もありますね （PDFの結合は図書館
のMacなら標準アプリのプレビューでできます）。
正直、ブラウザから読むのは若⼲使いづらいですが、
PDFにさえできれば普通の電⼦書籍と変わりありま
せん。⼀部図書館ではiPadの貸し出しも⾏われてる
ので、存分に使っていきましょう！（⼯学部２年 原⽥）

新入生への
図書館
案内

メンバー募集中！
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